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　年明け間もなく、出身の世田谷区にて「新
春のつどい」というトークの会に出席させて
いただきました。
　区長の保坂展人さんはとても将棋に理解の
ある方で、区主催の子ども将棋大会や教室に
も、挨拶だけでなく時間をかけて視察いただ
き、実際そのまま子どもと将棋を指し始める
ことすらあるお茶目（失礼）なところもあり
ます。昨年、藤井聡太さんから王座を奪取、
叡王と合わせ二冠に輝いた伊藤匠さんは、私
以来実は四十年ぶりの区出身棋士で、保坂区
長には大変喜んでいただき、就位式にご来臨
のみならず、区制80周年記念の対談を伊藤さ
んと行われるなど、とても力を入れて応援を
賜り、ありがたいことです。
　今回は保坂区長のリードで、伊藤二冠・ま
た区内在住もとても長きにわたる森下卓九
段、私と四人で懇談をという企画でした。場
所が小学校跡地の再利用と伺い、とても使い
勝手が良く、居心地よしの「ホーム／ワーク
ヴィレッジ池尻」に初めて伺いました。いま
や東京都心がどこも個性なく、キラキラ感し
か訴えない再開発に食傷している自分には、
世田谷のセンスの良さがこんなところにも出
ているな、と思ったりしました。
　約一時間の懇談会は、緊張していた感のあ
った伊藤二冠も後半はリラックスできたよう
で、ご来場いただいた区民の皆さんと二冠を
祝い、また森下九段の千勝達成と合わせて新
年早々、とても和やかな時間となりました。
　私の友人で、二冠の出身校・弦巻中学校の
先輩も来てくださり、通常の将棋イベントよ
り地域密着型感にあふれていたと思います。

　ちょうど伊藤さんの年齢くらいの頃から、
馬事公苑で夏に行われている「ふるさと区民
まつり」に毎年お伺いして以来、多くの場面
で将棋に関連する事業に関わらせていただき
ました。区内の東京農大さんや駒澤大学さん
とご縁が長く持てたのも、地域のよしみと感
謝しています。自分も楽しく自然に多くの方々
と交流が持てて、とても人生に豊穣な彩りを
添えられたのは、本当に幸運なことでした。
　でも伊藤匠さんと私は違います。伊藤さん
はこれからさらに上を狙える方です。
　この日、森下さんからは伊藤さんに「今後
もとにかく将棋に集中してください」という
激励の言葉がありました。若きタイトルホル
ダーへ先輩からの愛情深い言葉のように思え
ました。
　私も同様の意味合いですが「伊藤さんは、
対局で勝つことが最大の普及」とお話ししま
した。最近特に思うのですが藤井竜王名人、
伊藤二冠、永瀬九段には対局と研究や勉強だ
けに、さらに鋭意専心して欲しいなと感じて
います。
　現代の将棋をリードする方々には、できる
だけ雑事に関わって欲しくありません。もち
ろん今回のご当地イベントは、伊藤さんがい
ないと始まりません（笑）。
　ご本人たちはもとより、精進の継続でそれ
を体現されていらっしゃいますが、何かとト
ップ棋士も引っ張り出されやすい時代、棋界
関係者はより敬虔な気持ちで接し、時間と神
経を消耗させないよう、気遣うべきです。ま
ず自分が「隗より始めよ」でしょうか。
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世田谷区「新春のつどい」


